
資料3：内閣府総合科学技術会議について   
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重要政策に関する会議   
■経済財政詰問全滅  ■総合科苧饉葡竜儲   

■中央防災会議  ■男女共同参画会議  

事務次官  
■政策統括官（経済財頑）  

■踵鮒舌官r‡訳筆持術1 ■政策統括官（防災）  

■男女共同参画局、他  
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宇宙開発委員会  内閣府の3つの任務  

内閣官房を助けて内閣の  
重要政策に関する企画立案  

および総合調整  
一内閣官房の総合戦喝挽能を  

助ける「知恵の軌－  

内閣総理大臣が担当すること  
がふさわしい行政事務の処理  

内閣総理大臣を主任の大臣   
とする外局を置く機関   



t  

総合科学技術会議（本会議）（原則毎月1回開催）  

科学技術政策担当大臣と総合科学技術会議有識者議員との会合（原則毎週1回開催）  

①科学技術に関する基本的な政策の調査書は（例‥第3期科学技術基本計画の策定）  

②予算・人材等の資源配分等の調査審膿（例‥毎年度の科学技術関係卓算の優先順位付け）  

③国家的に重要な研究開発の評価  

総合科学技術会雄性員名簿  

氏名   最尊書   

甫■  柑 t三  内首班大臣  

t疇 さ久  内鬼官界曇書  
1995年（平成7年）科学技術基本法の制定  

書■ ●讐  札榔敵簾担当大臣 

t  ■●  増大臣  
伯96－2000年第1期科学技術基本計画  

■■ ●次  甘事大筐  

f■  ’∴  文靡科事大E  
2001年（平成13年）中央省庁再編  

甘鞘 ■l  鮮度霊大臣  →内閣府とともに「総合科学技術会乱発足  
有離曹  欄周l≡駄男  擁工暮大事事■  

暮■●t■  モ■（慶応暮■大事書■抑  2001年－2005年第2期科学技術基本計画  
奥村 ■櫨  モ■（元■8♯■■（株）代t輌1社長技  

相乗本鬱暮）  

本虚 佑  寺島（手韓大事書■姥〉  
2006年～2010年賃昔期科学技術基本計画  

■ i千  お茶の水女子大攣拳井  

庄山 挽書  挿日立農作所柳行＆会t  

離山 t子  暮土大事数捜  

量澤 一鶴  日本事青倉暮食1  



科学技術の戦略的重点化  

㌢ 沌由な発想に基づく基礎研究については、多様性を確保しつつ、  
一定の資源を確保して着実に推進  

重点推進4分野  

（ライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料）  

づくり技術、社会基盤、フロンティア）  

・ 

ち 

中投資すべき科学技術  

め「活きた戦略」を実現する 
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臨床研究・臨床への橋渡し研究  

基
礎
研
究
成
果
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＜鼓峰重点科学技術及び推進方策＞   

○臨床研究・臨床への橋渡し研究   

生活習慣病、免疫・アレルギー疾患、精神疾眉等  
に対応した、疾患診断法、創薬や再生医療、個人の  
特性に応じた医療等の新規医療技術の研究開発など  
について、臨床研究・瞳床への橋渡し研究を強化   

○支援体制の整揃・増穂   

非臨床試験専門施設等の拡充。   
臨床医と基礎医学研究者等の共同体制増強等   

○人材育成   

珪床研究者・臨床研究支援人材の確保・育成・   
キャリア／ミス設定。等   

○研究推進や未設暮雲のための環境整備   

高品質データ取得と管理の支捷。   
承認申請にかかる審査体制の充実。等   

○図星嫡   

被験者の参加促進等の枠雑みづくり等。   

く研究軌血≧  

○日本の創薬、医療技術の基礎   
研究は欧米と同格。   

○日米EU三極の聞で整合化し 

た臨床試験ガイドラインの合意。  

0日本の治験の空洞化、勧業毒・：   
長期化・高コスト化。   

く社会・白眉ニース＞  

○生活習慣病等長期罷患者、ア   
ルツハイマー病等の増加i，、  

○研究成果の早期国民遺  
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0資源の配分（選択と集中）  
0研究成果の最大化（システム改革）など  科学技術基本計画  

5年スパシ  

国民のニーズに応える  

○安心・安全  

0便利  
○豊かさ、等  

○技術革新・制度改革  
（科学技術だけでなく社会のシステム  

や制度も含む新たな価値の創造と   
変革）  
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社会還元加速プロジェクトについて  

原題点  

要素技総としては確立されつつあるが、それらの技術を国民が享受できていない。  

皿   

異分野技術融合、官民協力・府省融合、システム改革、技術の社会システム  
としての実旺研究（5年以内に開始）を通して成果の社会還元を加速  

社会還元加津プロジエク  
♂．き鰍．重義匿わる許会  

・先進的な在宅医療・介護  
J．豊富鵬卓  

・人体機能を補助・再生する医療  

g．安全・如甜倉  

・災害情報通侶システム  

・安全で効率的な道路交通システム  

（ITS）  

イ．世界」物質厨解決に屠耕する＃会  

・食料・飼料と競合しないバイオマス資源  

の総合利活用  

尻世界仁厨方lれた始  

・音声コミュニケーション技術   
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l．基本筆勢  

科学技術：多様なイノベーションの種を生み、成長力強化に直轄する  
『未来への投乳巨  

0羊3期科学技術基本計画に掲げられた取組の加速   

′r投資の総額の規模約25兆円」の期待に向け、科学技術関係予算を充実し、  

科学技術への投資を強化  

020年鹿に重点的に実行すべき重要課題を厳選して明示  

・′「イノベーション25Jに基づき、早急に具体化すべき施策   

′青侍期基本計画の♯実な実行に向けて必要な取組   

0制度改革への取組、無駄の排除の徹底   

′優れた研究の鍵病的支援、公正・透明で効辛的な研究費使用のための運用改善   

′各府省の縦割りによる弊書排除や連携強化、研究費の不正使用防止の徹底  

1l．平成20年麿において優先すべ竜先鹿的な取組  

科学技術によるイノベーション創出を力強く推進するための重点課題  

0次世代を担う人材への投資  

′若手研究者や新分野開拓等の挑戦的な研究に向け競争的筆金の王点的拡充  

イ女性及び外国人研究者の活躍促進、博士課程在学者の支援、理数教育の充実   

○研究開発の成果の社会還元を加速する取組  

′「社会還元加速プロジェクト」を中心に早急に実施   

0環境■エネルギー等日本の科学技術力を活かした科学技術外交   

′開発途上国との科学技術協力の強化、世界の環境リーダーの育成   

′我が国がイニシアティブを発揮する革新的技術開発、国際的共同事業の充実   



tlI．継続して重点的に推進すべ書取組  

鼻白細島哀計画ゐ着奏な奏再に向け、研衰ゐ高度化と研東システム  
の改革を推進するために必要となる、継続的な取組  

0人材育成と多様な研究の拠点として、基盤的資金を確実に措置しつつ、   
施設環境を含め、せ界に開かれた国際競争力のある大学づくりの推進   

0多様な基礎研究等への競争的資金の拡充、人件費を支給できる研究   
者の対象の拡大   

0政策課題対応型研究開発は、戦略重点科学技術ヘ一層の重点化   

0世界トップレベルの研究拠点づくりの着実な推進、国際的な知的財産   
戦略の強化、国際標準化の推進  

lV．競合科学技術会議における取組の強化  

資源配分方針に基づく科学技術政策推進のための取組の強化  

′資源配分方針の適切な反映の観点から、関係府省ごとに施策の全体像を   

ヒアリングするなど、政策誘導  

′優先順位付けの理由等を国民の視点でより分かりやすく充実するとともに、   

より効果的・効率的な優先顆位付けに改革   

→ 今後検討を進め、概算要求時期までに具体的改革方策を提示   

○分野別推進戦略の着実な推進  

〆推進状況をフォローアップ、必要に応じて見直し   

○研究評価の更なる充実  

〆研究開発評価システムの改革を一層推進しつつ、事前評価等を実施  
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・事］宇i支術基本計壱  

・拍学校欄係予斗につ   
いて  
・組織案内  

統合拍芋技術会詫は、内閣総理大臣、科学桟橋政策千旦当大臣のリーターシップ  
の7、各省よリー扱高し、立場から、総合的・基本鞘事斗学校報政策の企面立罵  

及び総合調整を行うことを日耽した「玉章枚策に関する会熟の一つです．  

【平成19年6月7日】耗9回船含科学技術会誌開催日時雪姑載（PD闇  

【平成19年8月5別 勤4回生命楕理事門調査会開催冥内を沌舷（PD潤  

【平成19年6月1日】第67匡樅含拍苧持絹会誌琵事要旨を掲載  

【平成19年6月1日】弟6回基本散策柁過書門調査会開催冥内を掲載（F・［朋  

【平成柑年5月21日】和7回船合同苧‡支純金誌配付貧相を掲載  

匪：＝コ  

亡5分で抄る節  

【＿E．甲学年鱒≠  tすバン？ナ叶 l 

【平成19年5月10日】  

第6一日総合科学技術会誌   

■謹選  
（1）イノべ一シラン創出加速に向けた技術革靴喀ロー  

ドマシフ   
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